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論 文 内 容 の 要 旨

本論文は真菌類のうち,とくに Zygomycetesに属する RhizoPusの細胞壁を溶解する酵素を生産する

微生物を検索し,生成した酵素額の精製法と酵素化学的性質を検討するとともに細胞壁溶解機構を詳細に

検討した結果をまとめたものである｡

著者が空気中より単離 した BacillusR-4菌はペプトン･デキス トリン培地で良好に生育し,強力な細胞

壁溶解酵素を生産するOこの溶解酵素は多種類の真菌類の細胞壁を溶解するが,Rhizopusや Mucorの細

胞壁をとくによく溶解するという特徴的な溶菌スペクトルを示す｡この溶解酵素中にはそれぞれ溶解活性

をもつキ トサナ-ゼとプロテアーゼが含まれてお り,それらはSP-セファデックスを用いるカラムクロマ

トグラフィーによって分離できる｡両者の RhizoPus細胞壁の溶解力を比較 したところ,キ トサナ-ゼが

プロテアーゼより約 2倍強い溶解力を示 し,さらに両者を混合して作用させると,分離前と同程度の溶解

力を示 した｡ このような結果から,Rhizol,usの細胞壁の溶解はキ トサナ-ゼとプロテアーゼによって行

われることが明らかになった｡これらのうち,キ トサナ-ゼほ分子量が約31,000で,pH5.6付近でキ トザ

ンをよく分解するがキチンやグルカンには全 く作用せず高い基質特異性を示す｡またプロテアーゼは分子

量が約19,000で,pH7.6付近に至適 pHをもち,EDTAによって阻害されるoZn2十が活性発現に必要で

あ り,Ca2+が安定化に寄与するなど,いわゆる中性プロテアーゼの諸性質をそなえている. しかしほかの

倣生物起源のプロテアーゼと比較すると,このプロテアーゼのみが Rhizopus細胞壁溶解力を示すことか

ら,基質特異性や作用様式が特異なものであると考えられた｡

さらに電子顕微鏡による観察や化学的分析によって,キ トサナ-ゼとプロテアーゼによる Rhizopus細

胞壁の溶解機構やその構造について詳細に検討し,Rhizopus細胞壁が繊維状のキチンとキ トザソおよび

たんぱく質とが結合 した単層構造をもつことが明らかになった｡
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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

従来真菌類細胞壁溶解酵素に関する研究はグルカナーゼを主体とするものであって,その溶解の対象が

Ascomycetesに属する菌類に限られていた｡

著者はZygomycetesに属するRhizopusの細胞壁を強力に溶解する酵素煩を生産する細菌 BacillusR-4

菌を単離し,生成した酵素額の酵素化学的性質を明らかにするとともにこれらの酵素類による細胞壁溶解

横棒を詳細に検討している｡主な成果ほっぎのとおりである｡

1. 空気中より細菌 BacillusR-4菌を単離し,この菌が真菌類とくに Rhizopusや Mucorの細胞壁に

強力に作用する溶解酵素を生産することを兄いだした｡

2. この溶解酵素をSP-セファデックスを用いるカラムクロマ トグラフィーによって精製 し,この溶解

酵素がそれぞれ溶解活性をもつキ トサナ-ゼとプロテアーゼから成ることを明らかにした｡

3. キ トサナ-ゼの諸性質について追求し,この酵素がキ トザンのみを分解 し,キチンやグルカンには

作用しないという高い基質特異性をもつことを明確にした｡なおこのキ トサナ-ゼは真菌類細胞壁溶解酵

素として初めて兄いだされたものである｡

4. プロテアーゼについて追求し,このプロテアーゼはいわゆる中性プロテアーゼとしての諸性質を示

すが,はかの微生物のプロテアーゼと比較して基質特異性や作用様式が特異なものであると推察した｡

5. さらに電子顔倣鏡による観察や化学的分析によって,キ トサナ-ゼとプロテアーゼによるRhizol,us

細胞壁の溶解機構やその構造を詳細に追求し, Rhizopus細胞壁が繊維状のキチンとキ トザンおよびたん

ぱく質とが結合した単層構造をもつことを明らかにした｡

以上のように本論文は真菌類の細胞壁溶解酵素に関する研究に重要な新知見を加えたものであり,応用

微生物学および酵素化学に貢献するところが大きい｡

よって,本論文は農学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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